




[総括報告書]

Death Education に関する研究を

①臨死患児の心理的特徴は?

②小児のターミナル・ケアの現状は?

③予後不良患児の疾病教育は?

の三つのリサーチ・クエスチョンを設定して研究した。先ず、

①一般小児の死の概念の発達について研究協力者宮本信也が心理面を中心に死と悪性疾患

(白血病・がん)に対する意識を研究し､また小児の死､特に Death Education について、わ

が国の社会的、宗教的側面からみた考え方を研究協力者井原彰一が精神科医ならびに宗教

家の立場から検索し、白血病を中心とする小児がん患児を対象に研究協力者中澤眞平はそ

の保護者の心理面の特徴を臨床的に追究した。

②わが国における小児の Death Education の現状を把握するため研究協力者濃沼信夫が小

児の医療従事者にアンケート調査を行った。

③予後不良患児の疾病教育についての研究は、先ず小児がん末期患児の治療上の問題点と

対策について研究協力者高山順が、また看護の立場から研究協力者田原幸子が病院におけ

る患児、家族の QOLの調査を行い、研究協力者細谷亮太が白血病を中心とする小児がん患

児若干名に疾病教育を実施した。なお、研究協力者舘崎慎一郎は、骨・軟部悪性腫瘍の患

児を対象に年長小児のターミナル・ケアの研究を、研究協力者恒松由記子は集団疾病教育

のあり方を研究した。


